
ユ

ノレ

ポ

流

通

地

方

商
口
口口

の

ア

と
く
に
製
粉
業
の
歴
史
地
理
学
的
基
礎

l
l
l

菊

池

雅

lま

め

!こ

じ

こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
ユ
ル
ポ
ア
地
方
は
広
い
畑
作
地
帯
で
あ
っ
て
、
膨
大
な
人
口
を
擁
す
る
パ
リ
の
南
西
郊
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
由

来
商
品
の
生
産
お
よ
び
流
通
に
つ
い
て
は
パ
リ
と
の
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
商
品
の
流
通
は
、
県
都
た
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

ユルポア地方の商品流通

を
仲
介
と
し
て
、
パ
リ
と
密
接
不
離
な
関
係
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
来
た
。

本
来
主
要
な
穀
物
生
産
地
で
あ
る
た
め
、
こ
の
地
方
の
主
な
商
品
と
し
て
は
小
麦
・
燕
麦
等
の
占
め
る
比
重
は
と
く
に
著
し
い
。
し
た

が
っ
て
こ
の
地
方
の
各
市
場
は
、

か
か
る
農
作
物
の
交
換
の
場
と
し
て
発
達
を
み
た
が
、
こ
の
地
域
の
生
産
物
の
超
過
部
分
を
商
品
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
地
域
聞
の
分
業
は
、
大
都
市
周
辺
の
地
理
的
事
情
も
加
味
し
て
特
色
を
も
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
の
製
粉
の
仲
継
売
買
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
穀
物
生
産
と
製
粉
業
は
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
性
質
を
も
つ
も
の
で

159 

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
耕
地
の
増
大
に
と
も
な
う
水
車
業
発
展
の
た
め
の
条
件
が
欠
如
し
て
い
た
の
で
、
製
粉
業
の
発
展
は
阻
止
さ
れ
、
強

い
て
は
新
た
な
地
域
え
の
分
解
の
作
用
を
な
し
た
。
そ
こ
に
こ
の
地
方
の
商
品
流
通
の
一
つ
の
特
質
が
見
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
十
八
世
紀
を
通
じ
て
、
こ
の
地
方
の
農
産
物
の
種
類
、
交
通
路
、
市
場
等
'V
瞥
見
し
、
製
粉
業
と
水
車
業
と
の
関
連
に
お
け
る
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山
可

。
白

I
一主

6

54 

259 

557 

32 

r
 

n

U

0

0

 

4
4
‘

Fhυ 

噌

A

Q

U

Verail1es 
intra-muros 1 
Versail1es 
extra-muros 139 

237 1，985 Chevreuse 

8 930 160 1，350 Jouy 

4251 1，959 251 564 1，733 Limours 

309 

262 

202 

1，505 459 250 1，866 Longjumeau 

270 237 1，002 Marly 

131 137 1，342 Palaiseau 

I 70 

庁

D
ヴ
dFD 

4
B
A
 

44 qo 
n
3
 

噌

E
ムS色ivre

total 

ジ
ュ

1
イ
ト
FEu-、
リ
ム

商
品
流
通
の
地
域
性
を
歴
史
地
理
学
的
に
考
察
し
た
い
c

パ
リ
盆
地
の
南
西
部
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
、
首
都
の
近
郊
と
い

ろ
地
理
的
条
件
に
も
左
右
さ
れ
て
早
く
か
ら
耕
地
が
開
拓
さ
れ
、
様
々

な
農
作
物
が
見
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
傾
向
は
十
八
世
紀
に
な
る
に
つ

れ
て
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
り
、

セ

l
ヌ
河
沿
い
の
河
谷
で
は
果
樹
:
主

∞5
4
2
イ
ヴ
エ
ッ
ト

J
P
Z
Z
川

に
筒
萄
l
、
南
の
ピ
ェ

I
ヴ
ル

谷
で
は
種
々
な
野
菜
類
、
葡
萄
畑
が
散
在
し
、

一
方
広
い
台
地
の
上
で

は
小
麦
・
ラ
イ
麦
・
燕
麦
・
大
凌
等
の
穀
物
が
生
産
さ
れ
た
。
さ
ら
に

内
リnu 
oo ，
 

噌'ム

十
八
世
紀
末
と
も
な
る
と
、

か
つ
て
森
林
に
お
お
わ
れ
た
村
落
も
次
第

に
農
耕
地
に
変
り
、
草
原
、
葡
萄
畑
が
穀
物
畑
に
取
っ
て
代
ら
れ
て
、

円
汐A
U
 
co ，
 

ハV
噌

E
ム

代
表
的
な
小
麦
の
生
産
地
の
一
つ
に
数
え
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
①こ

う
し
た
土
地
利
用
の
進
行
の
結
果
、
地
表
面
積
の
割
合
は
著
し
く

変
化
し
た
c

革
命
第
四
年
に
こ
の
地
方
八
つ
の
郡
|
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

〈

R
Sニ
-
2、
シ
ヴ
ル
ー
ズ
ハ
U
Fゆ
〈
円

m
山口印。、
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キ、: 落 調査の日 l 飼料麦議
IJ¥尋合麦|ラ f麦|大麦1;出麦

Rennemoulin 1792.10.1 
414告
47 79 

初0529，冊C曲(。旅束束)11| 11， 330 l 
set 

:やし)

日

U
E
U
 

A
U
 ，
 

oo 
nHv 
nu 
nuv ，
 

戸

b
A
生
η

。
句
E
ム

1 
235
1 81 

25
1 1干|同 l同

道
ら
し
い
道
と
て
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
@
そ
の
た
め
悪
路
し
か
利
用
出
来
ぬ
農
民
達
は
、

ー
ル
ピ
ョ
。

E.、

ロ
ン
ジ
ュ
モ

l
円
。
ロ
巴
E
H
M
m
w
m
言、

マ
ル
リ

i
冨
常
々
、

パ
レ
イ
ゾ

i

同

ω
ω
]
m同
一
回
何
回
己
、

セ

l
ヴ
ル

ω
2
4
2
ー
の
割
合
い
を
み
る
と
、

全
面
積
三
七
二
ハ
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
う
ち
穀
物
作
附
地
は
二
三
二
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
約
七
割
で
あ
り
、
約
一
割
が
葡
萄

畑
・
牧
草
地
で
あ
っ
て
、
森
森
は
二
割
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
半
分
以
上
森
林
に
お
お

わ
れ
た
土
地
の
多
い
ア
ン
シ
ア
ン
レ
ジ
ー
ム
期
と
比
較
す
る
と
土
地
開
拓
の
進
行
は
著
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
②

一
七
六
四
年
に
つ
く
ら
れ
た
道
路
網
図
の
一
つ
を
み
る
と
、
こ
の
地
方
を
通
る
大
き
な
道

路
と
し
て
は
、

セ

l
ヌ
の
谷
に
沿
っ
て
ノ
ル
マ
ン
ジ

l
Z
2
8
mロ
色
芯
に
向
う
道
、

ド
ル

l

を
連
結
す
る
ブ
ル
タ
l
ニ
ュ
回
日

g
m
S
街
道
、
二
本
の
エ
ス
パ

l
ニ
ユ
同
名

m
m
S
街
道

ー
そ
れ
は
ラ
ン
ブ
イ
ユ
を
結
ぶ
道
と
、
パ
レ
イ
ゾ

l
附
近
で
オ
ル
レ
ア
ン
街
道
と
一
緒
に
な

っ
て
い
る
街
道
l
他
に
ア
ル
パ
ジ
ョ
ン
を
経
て
エ
タ
ン
プ
の
有
力
な
穀
物
市
場
に
連
絡
し
て

い
る
オ
ル
レ
ア
ン
。
ユ
宮

5
街
道
、

フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
に
通
ず
る
ミ
デ
イ

冨
E-
街
道

の
六
本
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
方
ル
レ
ア
ン
、
ミ
デ
ィ
街
道
は
、
道
も
比
較
的
良
く
整
備
さ
れ

て
い
た
の
で
、
葡
萄
酒
や
穀
物
を
真
直
ぐ
パ
リ
に
送
り
込
ん
で
い
た
。
@
し
か
し
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
周
辺
と
そ
の
南
の
川
谷
地
帯
は
、

上
記
の
二
つ
の
揖
道
か
ら
も
ま
た
ノ
ル
マ
ン
ジ

1
方

面
か
ら
も
遮
断
さ
れ
て
い
た
の
で
道
も
悪
く
、
ま
し
て
や
小
都
市
や
村
落
に
踏
み
込
む
と
、
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彼
等
の
生
産
物
を
自
己
の
村
落
附
近
か
、
精
々
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
ま
で
運
搬
す
る
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
c

①

次
に
専
ら
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
小
麦
を
運
ん
だ
同
市
近
郊
の
小
村
落
(
王
領
地
)

レ
ン
ヌ
ム

1
ラ
ン

HNBーロ
σ
B。
己
吉
の
生
産
量
と
消
費

量
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

一
七
九
二
年
一

C
月
の
統
計
で
は
、
こ
の
村
で
収
獲
さ
れ
た
穀
物
は
約
九
六
四
セ
チ
エ
で
あ
っ
て
、
耕
作
民

の
生
活
と
、
翌
年
の
種
蒔
き
に
必
要
な
四
三
二
セ
チ
エ
を
除
く
五
三
二
セ
チ
エ

(
約
五
割
六
分
)
か
ら
地
代
(
金
納
と
一
部
現
物
の
定
額

小
作
料
)
と
利
益
を
分
け
合
っ
て
い
た
o

@
就
中
穀
物
は
そ
の
佳
持
参
さ
れ
る
丈
け
で
な
く
、
直
接
都
市
の
パ
ン
屋
と
取
り
引
き
を
す
る

た
め
、
附
近
の
川
の
水
車
を
使
用
し
て
製
粉
さ
れ
て
運
ば
れ
た
。
さ
ら
に
十
八
世
紀
末
に
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
え
は
燕
麦
・
ソ
ラ
豆
類
が
遠

く
ト
ラ
ッ
プ
、
ゴ
メ
ッ
ツ
、

シ
ヴ
ル

l
ズ
等
か
ら
さ
え
も
運
ば
れ
た
c

⑦

①①  

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
化
と
地
域
の
変
貌
」
一
七
八

l
一
八
三
頁
、
歴
史
地
理
学
紀
要
、
一
九
六

O
年。

〉
E
F
ロ
担
了
閉
，
Z
品

()AFW
色。
g

y

(
問
、
〈
口
ご
し
『
・
円
、
。
三
nFZ-qw
河
内
紘
一
日
印
由
民
吋
白
山
門
町
内
門
℃
o
u
z
z
t
o
ロ
山
間
ユ
n
c
Z
弘
田
口
印
戸
巾
印
巾
口
三
円
。
ロ
田

己
白
司
白
H12mv
】由。
4
巳
-
-
白
色
町
-
白
河
恥
〈
。
-
Z
昨日
0ロ
"
司
-Hωω

玄
-HιEEEUOロロ
g
F
岡、巾印門担
E
n
S
2
0立
問
吉
田
口
同
仏
町
宮
三
叩

2
2
Z
己巾

σ出
H
M
Z
g
p
u
-
M
O
O
-
〉
ロ
ロ
色
町
の
bomw
沼町
N・

十
八
世
紀
に
到
る
も
こ
の
地
方
の
小
都
市
・
村
落
の
道
路
が
非
常
に
悪
か
っ
た
こ
と
は
、
ヴ
ェ
リ
エ

l
ル
市
長
ヴ
ィ
タ
ラ
ン
・
ド
ミ
ノ
、
レ
ン
ヌ

ム
l
ラ
ン
司
祭
セ
ネ
の
メ
モ
等
で
理
解
さ
れ
る
。

〉円
nr・
ロ
由
同
J
Hり
E
N
C
。E
H】匂
0
2
門
ぽ
コ
ロ
m
bロ日開口問、巾
σ円ロロ
wAH
虫、立
-
H吋
恒

HM
国防

N
呂
町
一
〉
円
nF・
ω
2
0・のへ
FNN・
お
よ
び
〉
門
口
F・

わ

O
B
B
岡
山
巾
ロ
ロ
巾
目
。
三
宮
、
む
な
m-HU
州問。
ω
P
印
(
戸
凶
凶
ロ
l
F
U内何回目同)

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
生
産
物
を
運
ぶ
慣
し
に
な
っ
て
い
た
農
民
は
、
非
常
に
高
額
な
運
貨
を
似
払
っ
て
い
た
。
〉
2
F・
ω・
2
h
O
W
の
お
N
-
H
，Z
ロl

白円門
y
u・日
N

(

円
、
凶
凶
)

kFHnF・
8
5自
己
ロ
m
H
-
2
2
8
2
0ロ
司
E
色
町
印
〉
2
F
n
o
S
E
c
s
-
g
合

ω
伊三
2
・
E-uω
円同町〈
R
g
E
m
p
?
-
-
w
M
}
-
h
gむ
よ
り
作
成
。

〉円門川町
-
n
O
B
B
〈四円一回一回一三四国司♂』。ロ円ロ出-己巾回一円町一円巾
2
2一
色
町
田
川
町
吋
白
山
口
印
仏
巳
吉
田
E
y
m山
弘
司
〈
叩
同
・
回
国
一
宮
町
田
(
円
、
凶
MMハ〈
11FU円
凶
阿
〈
同
)

④①  ① ⑦①  



十
四
・
五
世
紀
ま
で
パ
リ
へ
の
穀
物
供
給
は
、
専
ら
周
辺
一
帯
の
荘
園
に
散
在
し
て
い
た
領
主
の
「
穀
物
倉
庫
」
を
介
し
て
か
、
あ
る

い
は
次
第
に
向
上
し
て
来
た
農
民
に
よ
っ
て
直
接
に
な
さ
れ
て
い
た
。
十
六
世
紀
に
な
る
と
、
農
民
の
生
産
力
は
さ
ら
に
増
大
し
た
む
ち

な
み
に
一
五
五
三
年
『
旅
行
案
内
記
』
の
著
者
エ
チ
エ
ン
ヌ
は
、

「
パ
リ
と
フ
ラ
ン
ス
の
穀
倉
地
帯
を
結
ぶ
い
た
る
処
で
商
業
取
引
き
が

山木え、

シ
ャ
ル
ト
ル
に
い
た
る
通
路
は
穀
物
・
木
材
・
家
畜
等
の
市
が
出
来
た
た
め
に
、

ま
た
ド
ル

I
へ
通
じ
る
通
路
は
家
畜
・
家
禽
・

皮
革
・
果
実
1
i

と
く
に
葡
萄
l
穀
物
の
市
が
出
来
た
た
め
に
通
路
の
往
来
は
頻
繁
と
な
っ
た
o
」
①
と
書
い
て
い
る
。
そ
の
他
同
六
五
年
パ

リ
高
等
法
院
が
法
令
を
も
っ
て
、

「
す
べ
て
の
人
に
周
辺
の
町
や
村
で
穀
物
を
許
可
す
る
」
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
や
、

一
六
六
九
年
の
ル

イ
十
三
世
の
勅
令
は
、

お
さ
え
が
た
い
農
民
の
生
産
力
の
向
上
と
パ
リ
の
流
通
規
制
の
破
綻
を
自
ら
承
認
し
た
も
の
で
あ
っ
た
c

ユルポア地方の商品流通

か
く
し
て
こ
の
ユ
ル
ポ
ア
地
方
で
も
農
民
層
の
発
展
に
対
応
し
て
、
各
耕
地
の
中
心
的
位
置
に
市
場
が
形
成
さ
れ
、

そ
う
し
た
市
場
は

或
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
、

シ
ユ
ヴ
ル

l
ズ
、
リ
ム

l
ル
、
パ
レ
イ
ゾ
1
等
々
か
ら
小
さ
な
村
落
ま
で
数
多
く
存
在
す
る
様
に
な
っ
た
c

こ
れ
ら
の
市
場
の
う
ち
で
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
は
一
番
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
一
六
六
九
年
三
月
、

ル
イ
十
三
世
の
と
き
特
許

状
に
よ
る
自
由
市
内
O
可
σ
同
門
出
口

n
v
o
が
五
月
一
日
(
四
日
間
)
、

サ
ン
・
ル
イ
(
八
月
二
五
日
)
、

サ
ン
・
ド
ニ
(
十
月
九
日
)
の
祭
日
に

聞
か
れ
た
。
十
八
世
紀
と
な
る
と
さ
ら
に
週
二
回
小
市
が
聞
か
れ
、
同
特
許
状
に
よ
る
月
曜
市

E
R丘
と
自
然
的
に
増
加
し
た
金
曜
市

4
何
百
円
凶

2
2
が
あ
っ
た
。
@
農
民
は
こ
れ
ら
の
市
で
、

ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
区

Z
♀
5
ロ
R
ロ
g
で
家
畜
|
穀
物
の
買
却
は
余
り
行
わ
れ
な
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い
l
、
グ
オ
ー
ル
の
o
o
z
附
近
l
開

Z
E
m
と
可

mwg山
田
由
。
路
の
問
ー
で
は
オ
l
ト
麦
・
家
畜
用
の
穀
屑
、
デ
ュ
プ
ル
シ
イ
ロ
ロ
1
0
8
2

と
パ
ロ
ワ
ッ
ス

P
R
o
-印
曲
。
聞
の
道
路
で
は
酪
農
品
・
家
禽
・
野
菜
・
果
物
を
売
っ
た
。
@
ま
た
一
七
三
六
年
ご
ろ
か
ら
許
可
さ
れ
た
サ



ン
・
ル
イ
区

lHN。
可
旬
、
日
。
と
〉
旦
。
ロ
路
の
交
叉
点
ー
で
は
牧
草
・
オ
l
ト
麦
・
肉
類
等
を
買
却
し
た
。
@
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し
か
し
な
が
ら
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
が
、

ユ
ル
ポ
ア
地
方
の
他
の
市
場
と
異
っ
た
特
殊
性
を
も
っ
た
の
は
、
粉
の
売
買
の
大
中
心
地
と
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ポ
ア
・
ル
・
ロ
ア
司
oEm--m-mo
一
と
い
う
粉
の
売
買
場
が
建
造
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
せ
ら
れ
る
。
こ

の
建
物
は
一
七
二
三
年
に
市
長
の
ブ
ル

l
ア
ン
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
⑤
週
二
回
(
月
・
木
曜
)
に
業
務
が
行
わ
れ
た
。
@
そ
こ
で
は
製

粉
さ
れ
た
小
麦
・
燕
麦
等
が
パ
リ
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
小
都
市
の
パ
ン
屋
に
も
売
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
ヴ
エ

ル
サ
イ
ユ
は
製
粉
の
売
買
に
関
す
る
限
り
、
当
地
方
き
つ
て
の
独
占
的
地
位
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。

こ
の
ポ
ア
・
ル
・
ロ
ア
の
設
立
は
、
間
近
の
農
民
経
済
の
向
上
の
反
映
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
今
迄
以
上
に
水
車
業
の
活
動
に
拍
車
を

か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
製
粉
需
用
に
対
処
し
て
水
車
業
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
一
例
を
み
る
と
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
周
辺
の
土

地
を
所
有
し
て
い
た
王
は
、
議
会
の
名
に
お
い
て
、

一
七
三
二
年
に
未
だ
何
人
の
所
有
に
も
な
ら
な
い
川
の
水
を
個
人
の
処
に
引
き
込
む

こ
と
に
一

O
Oリ
l
ヴ
ル
の
罰
金
を
課
し
、
違
反
者
に
は
罰
金
の
倍
加
を
命
じ
、
さ
ら
に
水
車
の
車
輸
の
大
き
さ
、
水
位
、
水
門
の
巾
等

も
決
定
し
て
、
個
人
が
任
意
に
川
水
を
使
用
し
て
水
車
業
の
防
害
と
な
ら
ぬ
様
に
水
車
の
た
め
の
法
規
を
定
め
た
。
⑦

と
も
あ
れ
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
は
粉
の
売
買
の
中
心
地
と
し
て
、
ポ
ア
・
ル
・
ロ
ア
に
は
一
七
七
七
1

ー
八
五
年
ま
で
年
平
均
五

0
0
0
0袋

の
粉
が
集
り
、
ネ
ッ
ケ
ル
の
時
代
に
は
直
接
の
保
護
下
に
お
か
れ
た
の
で
、
パ
リ
地
方
で
収
獲
の
悪
い
八
八
年
に
も
五
一
一

0
0
0袋
、
翌

八
九
年
の
最
初
の
五
ヶ
月
聞
に
は
二
四
二
五

O
袋
を
確
保
し
た
。
@

一
方
地
方
の
市
場
の
シ
ュ
ヴ
ル

l
ズ
は
穀
物

l
小
麦
・
大
麦
・
燕
麦
ー
や
家
畜
、
リ
ム

1
ル
、
パ
レ
イ
ゾ
l
、

ロ
ン
ジ
ュ
モ
ー
で
は
大

麦
・
燕
麦
屑
・
家
畜
等
が
す
べ
て
附
近
の
農
民
達
に
よ
っ
て
持
参
さ
れ
た
。

。
遠
藤
輝
明
「
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
制
形
成
期
に
お
け
る
市
場
形
態
H

構
造
」
一
周
頁
。
歴
史
学
研
究
一
七
九
号
、
一
九
五
五
年

Q
-
-
ペ
・
四
日
阻
止
、
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③⑦①  

ユルポア地方の商品流通

当
時
製
粉
業
は
、
専
ら
水
車
を
使
用
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
ポ
ア
・
ル
・

P

ア
に
運
ば
れ
た
粉
の
大
部
分

は
、
周
辺
の
小
さ
な
支
流
と
ピ
エ

l
ヴ
ル
川
で
製
粉
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
c

し
か
し
な
が
ら
製
粉
の
需
用
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ら
の
流

れ
は
如
何
な
る
効
用
を
供
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か

A 

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
周
辺
の
小
川

こ
こ
の
谷
聞
は
パ
リ
・
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
近
郊
で
あ
り
、

そ
の
上
サ
ン
・
ゼ
ル
マ
ン
ω
?
の
2
5
ω
古
か
ら
も
余
り
遠
く
な
い
と
い
う

立
地
条
件
か
ら
、
水
車
の
挽
臼
は
専
ら
か
か
る
町
の
た
め
に
穀
物
を
挽
い
て
い
た
。
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一
七
八
四
年
ま
で
に
水
車
は
、
グ
ラ
ン
・
パ
ル
ク
に
二
台
l
s
ム
l
リ
ノ

l
冨
m
E
-
E
E
C
M
と
し
レ
ン
ヌ
ム

l
ラ
ン
に
各
一
台
ず
つ
1
1
お

よ
び
王
領
地
以
外
の
小
川
に
五
台
が
数
え
ら
れ
、

そ
の
他
に

-
二
台
の
水
車
急
造
の
気
配
が
み
ら
れ
た
c

①
こ
れ
ら
の
水
車
は
、

セ



ヌ
河
を
臨
む
幾
つ
か
の
丘
の
麓
の
小
さ
な
流
れ
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
ら
の
流
れ
は
水
車
業
に
は
排
水
の
点
で
不
充
分
で
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あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
県
都
か
ら
ル
・
ド
・
ガ
リ
l
川

河
o
a
o
の
巳
寄
と
ヴ
イ
ル
プ
ル

l
〈
日
開
官

g凶
か
ら
モ
ー
ル
富
山
E
E
B
川
の

支
流
に
通
ず
る
こ
つ
の
排
水
路
は
、
十
八
世
紀
中
頃
ま
で
汚
水
を
受
け
入
れ
る
傾
斜
も
堤
防
も
な
か
っ
た
c
そ
の
た
め
人
は
淀
ん
だ
流
れ

と
悪
臭
を
放
っ
泥
溝
の
水
や
泥
土
の
逆
行
を
防
ぐ
こ
と
に
専
念
し
て
い
た
c
②
た
と
え
ば
王
は
、

一
七
六
三
年
に
一
二

C
Oリ
l
ヴ
ル
の
国

債
を
使
っ
て
ヴ
イ
ル
プ
ル

l
の
領
主
が
所
有
し
た
水
車
を
出
買
受
け
て
そ
れ
を
破
壊
し
、
排
水
口
に
水
車
を
置
く
こ
と
を
禁
止
し
た
c
@
ま

た
建
築
管
理
局
は
請
負
師
に
年
八

O
Oリ
I
ヴ
ル
で
小
川
の
淡
深
作
業
を
行
わ
さ
せ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
水
の
流
れ
を
円
滑
に
す
べ
き

対
策
も
、
こ
れ
ら
の
小
川
の
流
れ
を
改
善
出
来
な
か
っ
た
c

一
七
九

O
年
に
依
然
と
し
て
「
水
の
逆
行
が
危
険
な
水
蒸
気
と
放
散
物
を
生

ぜ
し
め
る
か
も
知
れ
な
い
」
④
と
い
う
当
局
の
警
告
は
、
淀
ゐ
だ
流
れ
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
十

八
世
紀
末
に
な
っ
て
も
こ
の
谷
間
で
は
、
水
車
業
の
発
達
は
望
み
得
べ
〈
も
な
か
っ
た
。

B 

ビ
エ

l
ヴ
ル
川

ピ
エ

l
ヴ
ル
と
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
川
谷
で
は
、
水
車
の
あ
る
村
落
は
冬
期
の
洪
水
に
そ
な
え
て
川
辺
り
と
台
地
の
間
の
砂
質
・
粘
土
質
の
斜

面
の
上
に
存
在
し
て
い
た
。
@
水
車
は
川
の
源
か
ら
東
部
の
出
口
の
ア
ン
ト
ニ
イ
〉
己
。
ロ
可
ま
で
一
一
あ
り
、
ポ
ア
・
ル
・
ロ
ア
と
近

く
の
村
々
の
た
め
に
製
粉
を
行
っ
て
い
た
。
@

水
車
業
は
河
川
の
水
量
と
落
差
に
左
右
さ
れ
る
が
、
こ
の
川
の
水
は
、
夏
の
乾
燥
期
と
な
る
と
屡
々
不
足
し
た
。

一
七
四
九
年
の
記
録

に
よ
る
と
、
ピ
ェ

l
ヴ
ル
の
川
床
は
、
巾
は
六
ピ
エ

(
約
二
米
)
し
か
な
く
、
水
位
は
水
門
の
処
で
凡
そ
二

O
プ
l
ス
(
約
六

O
糎
)
し

か
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
水
が
岸
辺
一
杯
に
ま
で
拡
っ
て
流
れ
た
と
し
て
も
八
十
時
間
に
六
時
間
の
割
で
し
か
水

車
は
廻
転
し
な
い
と
い
う
結
果
を
生
じ
て
い
た
。
実
際
問
題
と
し
て
こ
こ
で
は
水
車
は
三
十
時
間
か
ら
三
六
時
間
も
廻
る
こ
と
が
出
来
な



か
っ
た
。
と
い
う
の
は
水
車
に
必
要
な
流
水
量
が
つ
く
ら
れ
る
た
め
に
は
こ
れ
だ
け
の
時
聞
が
必
要
と
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
水
車
は
精
々

一
時
間
程
動
き
、

そ
の
上
非
常
に
わ
ず
か
し
か
来
な
い
水
量
を
使
用
し
て
ゆ
っ
く
り
廻
転
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
ゴ
0

フ
ラ
ン

。。σσ
ロロ

川
に
遡
る
に
つ
れ
て
水
車
の
活
動
の
断
続
は
一
層
激
し
く
な
り
、
ピ
ュ
ッ
ク
切
口
の
水
車
は
ヴ
ォ

1
タ
ン

J
1
m
w

ロ
℃
片
山
口
の
そ
れ
よ
り
一
一
層

長
い
間
停
止
し
て
い
る
こ
と
が
一
七
八
九
年
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
①

冬
期
の
水
量
が
比
較
的
豊
富
な
と
き
で
も
、
水
車
の
活
動
の
た
め
の
何
プ

l
ス
か
が
欠
け
る
と
、
川
水
は
堤
防
を
突
き
破
っ
て
、
ア
ン
ブ

ラ
ン
ヴ
イ
エ

〉

HHHEω
口
三

E
2田
耕
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
岸
辺
一
帯
に
ま
で
出
水
し
て
、
下
流
の
水
車
に
は
役
立
た
な
く
な
っ
た
。
③

こ
う
し
た
洪
水
は
谷
聞
に
小
池
を
作
り
、

一
七
五
七
年
に
五

O
以
上
も
数
え
ら
れ
一
七
七

O
O平
方
ト
ワ

1
ズ
の
面
積
で
あ
っ

そ
れ
は

た
o

①
こ
れ
が
流
水
量
を
減
じ
、
製
粉
業
に
ど
れ
丈
け
悪
影
響
を
与
え
た
か
は
推
測
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
そ
の
対
策
は
一
七
五
一

年
五
月
三
十
一
日
淡
深
作
業
の
た
め
に
詰
負
業
者
に
支
払
う
報
酬
の
決
定
、
@
さ
ら
に
革
命
四
年
に
到
っ
て
も
内
務
大
臣
に
よ
る
堆
積
泥

ユルポア地方の商品流通

土
除
去
法
の
督
促
等
に
み
ら
れ
る
が
、
毎
冬
必
要
と
さ
れ
る
こ
の
困
難
な
淡
深
の
仕
事
は
、
莫
大
な
出
費
を
要
す
る
の
で
部
分
的
に
し
か

成
功
し
な
か
っ
た
G

⑪
そ
こ
で
村
民
は
せ
め
て
川
の
両
岸
に
ポ
プ
ラ
と
柳
を
植
え
、
元
気
よ
く
発
芽
さ
す
こ
と
に
腐
心
し
た
o
⑫

C 

イ
ヴ
ェ
ッ
ト
川

イ
ヴ
ェ
ッ
ト
川
の
水
車
は
始
め
は
専
ら
シ
ュ
ヴ
ル

1
ズ
と
そ
の
附
近
の
村
落
の
た
め
に
粉
を
挽
い
て
い
た
。
そ
れ
は
距
離
的
に
は
県
都

か
ら
遠
く
に
あ
り
、

か
つ
道
路
が
極
め
て
悪
い
の
で
粉
の
運
搬
が
不
便
で
あ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

川
の
沿
岸
に
は
二
二
の
水
車
が
数
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
サ
ン
・
レ
ミ

l
ω
ゲ
河
内
山
口
可
の
二
台
、
ピ
ュ
ル
ス
関
口
円

g
近
く
の
一
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台
、
サ

l
シ
l
ル
修
道
院
か
ら
リ
ュ
イ

l
ヌ
公
に
譲
り
渡
さ
れ
た
ダ
ン
ピ

1
ル
ロ

m
g
z
q
B
の
水
車
、

ロ
ン
ジ
ユ
モ

l
の
領
主
の
所
有

に
な
る
グ
ラ
ヴ
イ
ニ
ー
の
円
ω
i
m自
可
お
よ
び
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン

日
・
一
宮
山
江
古
の
製
粉
業
者
の
一
台
を
除
い
て
残
り
の
全
て
は
シ
ュ
ヴ
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ル
ー
ズ
の
領
主
に
所
属
し
て
い
た
。
⑬

し
か
し
こ
こ
で
も
問
題
は
水
量
と
落
差
に
懸
っ
て
い
た
。
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
の
谷
で
水
車
を
動
か
す
に
は
、
毎
秒
一
五
!
一
六
立
方
ピ
エ

(
四
・
八
1

五
・
一
立
方
米
)

の
水
量
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
毎
夏
決
っ
て
水
は
不
足
す
る
の
で
水
車
は
幾
時
間
も
停
止
し
た
。
た
と
え

ば
ヴ
ォ

l
ジ
ャ
ン
〈
ωロ
包
自
の
二
つ
の
水
車
は
、
毎
秒
四
|
五
立
方
ピ
エ
(
一
・
二

l

一
・
六
立
方
米
)
の
流
水
量
し
か
な
い
場
合
は
、

九
!
一

C
時
間
も
停
止
し
て
い
た
。
こ
の
様
な
間
駄
は
七
月
末
か
ら
八
月
初
句
に
か
け
て
お
こ
っ
た
が
、

一
七
六
二
年
に
は
丸
々
一
ヶ
月

も
水
車
は
廻
ら
な
か
っ
た
c

と
く
に
サ
ン
・
レ
ミ
!
と
ジ
フ
の
広
の
間
に
あ
る
ク
ー
ル
セ
ル

nu

。CRo--何
回
の
水
車
は
土
用
の
聞
は
半

分
も
停
止
し
た
。
@

こ
こ
で
は
ピ
ェ

l
ブ
ル
川
同
様
に
、
冬
期
と
豪
雨
の
後
で
は
、
川
は
沈
泥
に
よ
っ
て
塞
っ
て
し
ま
う
の
で
、
落
差
の
点
か
ら
も
水
車
の

活
動
は
阻
外
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
欠
張
り
毎
年
の
淡
深
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
経
費
を
廻
つ
て
の
サ
ン
・
ル
イ
家
と
住
民
と
の
聞
の

淡
深
作
業
の
責
任
転
化
の
争
い
は
、
作
業
を
等
閑
な
ら
し
め
て
、

一
七
九
二
年
の
春
に
は
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
川
は
泥
水
し
か
み
ら
れ
な
《
な

っ
た
o

⑬

つ
ま
り
こ
の
地
方
の
製
粉
業
を
捨
っ
て
い
る
諸
川
の
特
徴
は
、
夏
の
乾
燥
期
に
は
水
量
が
不
足
す
る
こ
と
と
、
冬
期
に
は
反
対
に
川
水

が
氾
濫
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
常
に
一
定
し
た
豊
か
な
製
粉
能
力
は
認
め
ら
れ
ず
、
周
辺
の
農
民
の
穀
物
の
生
産
量
が
増
大

し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
に
応
じ
て
都
市
へ
の
十
分
な
製
粉
業
地
と
し
て
の
機
能
を
果
す
べ
き
自
然
条
件
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
た
O
一
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け
れ
ば
良
い
と
信
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十
八
世
紀
以
来
こ
の
地
方
の
穀
物
生
産
は
発
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
き
製
粉

業
は
早
く
も
途
中
で
衰
退
し
た
。
そ
の
直
接
の
理
由
は
製
粉
業
と
直
接
の
関
係
を
も
っ
水
車
と
河
川
の

関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
地
方
の
諸
川
は
、
ブ
ラ
!
シ
ュ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
台
地
で
は

ブ
リ
切
立
ゅ
の
不
浸
透
な
石
灰
石
が
水
を
漏
ら
さ
な
い
の
で
川
谷
の
形
成
は
堅
い
岩
床
に
出
逢
う
ま
で

砕
け
易
い
砂
を
透
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
谷
間
の
小
川
も

ピ
ェ

l
ヴ
ル
、

イ
ヴ
ェ
ッ
ト
川
も
、
分
岐
し
た
小
谷
の
土
地
を
彫
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の

谷
聞
に
は
泥
土
が
積
り
、

ま
た
時
と
し
て
は
川
水
が
岸
辺
の
不
浸
透
な
土
地
の
上
に
溜
っ
て
洪
水
を
お

こ
す
と
い
う
パ
リ
盆
地
に
は
「
注
目
す
べ
き
例
外
」
①
ロ
ロ
O
O
M
R
H
託
。
ロ

5
8
m
w
Zロ
山
宮
ゆ
を
も
っ
て

い
た
。
そ
の
結
果
こ
こ
の
水
車
に
よ
る
製
粉
能
力
の
一
茨
退
と
、
都
市
の
膨
張
に
よ
る
需
用
の
増
加
に
対

応
し
て

i
過
度
期
に
は
風
車
、
手
押
し
挽
砕
機
(
後
に
馬
を
使
用
)
|
十
八
世
紀
末
に
は
粉
は
イ
ヴ
エ
ツ

ト
川
の
シ
ュ
ヴ
ル

1
ズ
か
ら
も
@
ず
っ
と
南
の
エ
タ
ン
プ
開

Z
B匂
2
・
ド
ー
ル
ダ
ン

ロ
。
ロ
同
島
山
口
か

ら
も
目
立
っ
て
流
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
@
た
と
え
ば
エ
タ
ン
プ
で
は
ジ
ュ
イ

l
ヌ

一
『
巳
ロ
ゆ
と

支
流
の
ル

l
ェ
ッ
ト
円
。

52σ
シ
ャ
ル

i
ェ
ッ
ト

n
z
-
0
5
2
0
の
諸
川
の
水
車
や
、

ド
ー
ル
ダ
ン

の
オ
ル
ジ
ュ

。円mB
の
水
車
は
専
ら
パ
リ
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
た
め
に
動
き
、

さ
ら
に
危
機
の
際
に

は
セ

1
ヌ
河
か
ら
ム

l
ラ

ン

冨

g
gロ
ヴ
ェ
ル
ノ
ン

〈
何
百
O
ロ
マ
ン
ト
冨

g吉
田
か
ら
も
続
々
供

給
さ
れ
た
o
@

か
く
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
市
は
、
最
高
価
格
決
定
の
時
代
を
期
と
し
て
急
速
に
壊
れ
落
ち
、
粉
を
パ
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